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  第1章 人 絹 バ ル ブ原 料 國事 情 及 人 絹 バ ル ブ原 木

   §1・ 緒     言

 本邦工業も 世界市揚に於ける 雫覇の意氣を有するものも少くないが,其 爽達の急

速なる顯に於て 猫叉 後進の立揚より 積極的に指導者たらんとする氣宇に於て,本邦

に於ては人絹工業が 其 最も著しいものであると思ふ.
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 人絹工業に於ては 技術輸入の域を蝉脱して 猫 自の研究 と猫 自の見解 の許に於て獲

達 しつ 」ある國産の技術 に立脚 し,工 人の卓越 した技巧に依 り 釜 綾 位な らん としつ

つある・叉 共 機械に於て も 國産の機械のみに依る工揚建設が可能 となりつ ㌧ある・

 而も ヴィスコース糸に於て も 銅糸に於て も 硫黄,苛 性曹達,硫 酸銅,ア ムモニア等

何れ も自給策成 らん としつ 」あ り.弦 に 人絹用パルプのみが 大部分の供給 を輸入品

に侯つと云ふ現歌 にある.要 之 人絹工業は 原料 技術 螢力 資本等 先づ全 く自給策

の確立しナこものであ り,關 税障壁の荷重なくば 世界市揚の制覇可能の 化學工業であ

る.

 弦に於て 人絹パルプの自給策はii鍵龍晴を瓢す るもので,人 絹工業に残 されナこ最後

の問題であると云ひ得 よう・而 も人絹パルプの國産問題は 新王子製紙の計書あり,日

本人絹パル プ株式會肚の設立あり,自 給策の曙光を見るものであるが,猫 一部に於て

一抹の不安 と疑念が無 いとは云はれぬ・

 その疑念は

 1,國 産原木が 果 して 鰍米産の それに封 して 劣等で無いか・

 2.其 原木 を原料 として 現在の蒸解技術 と設備で 齊 一純良なるパルプが 得 らる

   るや.

 3.本 邦の森林資源が 増大する將來の パルプ需要に鷹 じ得 る蓄積あ りや.

 等の諸鮎であらうと思ふ 私は 此問題を今 日迄の研究や 各方面の調査を綜合して

自給策あり との事を 結論 しようと思ふ.

                                      ●

   §2・ 人絹 パ ルプ 原 斜 國氣象 條件

 世界に於ける森林の分布を見ると 第1表 に示す如きものである.

 之に依つて見 るに 針葉樹林の大部分は北牛球 にあり,殊 に 針葉樹は北欧,西 伯利

亜,加 奈陀より北米合衆國西岸地方に多い.

 次に 現在の人絹パルプの 主要産國を求めると フィンラン ド,瑞 典,加 奈陀,米 國

西岸地方であつて,何 れ も 針葉樹帯の中心部 と 一致 して居る.猫 パルプ工業に就て

非常な計豊を有するのが ソビエヅト聯邦である.
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              第1表 大陸別森林分布

          針 葉 樹 林 温 帯 潤 葉 樹 林 熱帯潤葉樹林

   大 陸 別 面 積一1全世界幽 蒔 積一魏 界闇 面 一積1全隅 牒
         3(百萬英町)す る百分 蜘(百 萬英 町)す る百分率(百 萬英町}す る百分率

   欧 洲 579ヒ21.91195 16.2… 一 旨O.・

   亜  系田  亜  1   889   1   33.6      572   1   47,5      635       17.5

   … カ 71・.3 17旨1.41773121.・

   大 洋 洲i 15  0.61 15… 1.212531 7.O

   aヒ      来      1046       39.5  1   290   1   24.1  1   108   …    3.0

   南 米il・gl4・1i11519・ ・ ヨ ・869 513
        1                1           tt -一   

糸慰      言ナ     2645   1  100.0      1204      100.0  1  3638      100.O             I                                                              I

 工業原料 として 木材は容積大にして 偵値は低い ものであるか ら,遽 距離の蓮搬は

甚だ不利であ る・他國の林木 を利用してパルプ 乃至 製紙工業を爲す ものの例を求め

れば 加奈陀の木材を用ふ る北米湖水地方の工揚 又は ロシア,瑞 典,フ ィンランドの原

料を使用す る ドイツの工揚の如 きものであるが,關 税の關係を除けば 原木産地に製

造工揚 を設けるのが 何れの瓢から見て も合理的である・之は 我國に於て も静岡縣 に

始 まつナこ富士製紙の工揚が 北海道に移り,次で中心が 樺太に移つて居るのを以てし

て も 此間の事情は明かにせ られる・

 故に パルプの自給問題は 國内に針葉樹林を有せぬ限 り 不可能であると云ふ も 過

言でない.

 故に 國産パルプ自給問題は,國 内に適當な針葉樹帯ありやの問題を 先づ調べて行

く必要がある.本 邦内に於て 之を求むれば 樺太である・ 日満経濟 ブロックが成れば

次に 問題 になるのは 満洲である.

 依つて 此等の人絹 パルプ生産國の氣象條件を比較 して見 よう。

 第2表 に依つて見 るに 年卒均氣温は何れ も樺太の敷香の 一〇2。Cに 近 く 而 も 降

水量 も大艦接近 して居る・森林の生育は 冬期の寒冷は差支ないが 夏期3ケ 月の氣温

が主要である・此貼から云つて も 樺太は 他の人絹 パルプ生産國に類する.降 水量 に

就ても 樺太は 他の人絹パルプ生産國と略,條件が一致して居 る.叉 共 降水量の分布

は,夏 期の甚だ しく乾燥するのは 樹木の生育に害あ り.殊 に 稚樹の獲育を害 し 天然
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           第2表 人絹パルプ生産地氣象條件

     地 名 年轡 温 雛 騰 均脈踏 量 雨の季節的分布
   樺 太 敷 香 一〇・2 13・5 フ59夏 雨 期

   樺 太 眞 岡 3・8  15・4 761夏 雨 期

   満 洲 吉 樹 5・lI? 、650夏 雨 期

   膿(謄 鵠,9:1■;:訓llll l捌 鷲                   

   Stockholm(Sweden)  5.8  16.7  535 7,8月 雨 期

   T・ ・k・(A・・)F・nnl・・d 4・6117・ ・1612夏 雨 期

夏 新 が 困 難 とな る もの で あ ろが,樺 太 は 他 の パ ル プ生 産 國 と同 襟 に 夏 が 多 雨 で あ る

貼 で よ く一 致 して 居 る・ 從 つ て 樺 太 は氣 象 條 件 として 人 絹 パ ル プ原 木 の 産 地 とし

て 充 分 の資 格 を 有 して 居 る と思 は れ る.

   §3.人 絹 パ ル プ 原 木 の 種 類

 製 紙 用 パ ル プ原 木 は 主 とし て 針 葉 樹で あ り 猫 一 部 分 潤 葉 樹 が 使 用 せ られ つ 」あ

るが 人 絹 パ ル プ原 木 は 針 葉 樹 に限 られ て 居 る・ 共 内 最 優 秀 で あ り 且 現 に最 も使 用

せ られ て 居 るの はSpruceで あ る・

  唐1會屡 (Spruce, Fichte, Picea)

 唐 檜 屡 に屡 す る もの は38種 あ り と云 は れ て 居 る.欧 洲,小 亜 細 亜,コ ー カ サ ス,シ

ベ リヤ,支 那,日 本,北 米 に分 布 して 居 る 針 葉 樹 で あ る ・ 一 般 に 松 よ り も一 麿 寒 冷

な 地 方 に適 して 居 る・ 今 主 な る種 を 累 げて 見 る と,

  Picea rubens Sargent(Red Spruce)(時 にYellow Spruceと 秤}す)

 之 は 米 國 に於 て 南 は 北 カ ロ リナ邊 に 及 び,北 は 北 部 米 國 よ り カ ナ ダ に互 つ て分

布 し,傾 斜 地 叉 は 排 水 良 好 の 地 を好 む.

  Picea canadensis(Mill.)B. S. P.(叉 はPicea alba, Link)

  (White Spruce, Canadian Spruce時 にはBog Spruceと 稽 せ ら る).

 米 國 北 部 よ り カ ナ ダー 帯 に廣 い分 布 を示 す もの で 北 は ア ラス カに 及 ぶ.耐 寒 性 で

地 下2-3ノ くは 永 久 氷 居 を な す 様 な 地 方 で も生 育 す る.此 品 種 は1700年Comton
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僧 正 に依 り 漱 洲 に 移 され ナこ・ 用材 として ピア ノ,ヴ ァイ オ リ ン の 音 響 板 其 他 用 途

が 廣 いが 大 部 分 は パ ル プ原 料 と して使 用 せ らる.

  Picea mariana(Mill)B. S. P.(叉 はPicea nigra Link).

  (Black Spruce).

 之 はQuebec地 方 でEpinette Jaune叉 はWater Spruceと 呼 ばれ る もの で,東

部 カ ナ グ に 於 て はWhite Spruce及 びRed Spruceと 共 に 三 大 主 要 林 木 とな つ て 居

る もの で あ るが,同 地 方 に於 て も 蓄 積 量 はWhite Spruceに 及 ば ぬ.

  Picea sitchensis, Carriere

  (Sitka Spruce, Western Spruce).

 200尺 に も及 ぶ 喬木 で あ る・ 北 は ア ラ スカ よ り カ ナ グ 西 海 岸 一 帯 よ り 米 國 西 海 岸

北 カ リ フォル ニ ヤ に 及 ぶ もの で あ る.カ ナ ダ よ りSilver Spruceの 名 で 米 國 に輪 入

せ られ つ ㌧あ り.用 材 と して優 秀 で あ ろが パ ル プ用 材 と し て も 多量 に使 用 せ られ つ

つ あ る・

  Picea obovata, Ledebour(Siberian Spruce).

 殿 洲 か ら シベ リヤ に か け 殊 に 氣 候 酷 烈 の地 方 に耐 え る,西 は フ ィン ラ ン ドよ り東

は 満 洲 か ら カ ム チ ヤ ッカに 及 ぶ もの で あ る.用 途 は 次 のCommon Spruceと 同 じで

あ る.

  Picea excelsa, Link.

  (Common Spruce, European Spruce).

 漱 洲 原 産 で 南 は ピ レネー よ り ア ル プ ス地 方,バ ル カ ン地 方 よ り 北 は ドイ ツ,ス

カ ンヂ ナ ビヤ・ ボ ー ラ ン ド・ 西 露 ・ フ ィン ラ ン ド に 及 ぶ もの で1548年 以 來造 林 せ ら

れ ナこ・ 敵 洲 に於 て は ク リ スマ ス樹 と して使 はれ る・ 既 に1548年 よ り 造 林 され た 記

録 が あ り,北 歓 に 於 て 入絹 パ ル プ原 木 と して 最 も 主 要 な もの で あ る.

 次 は

  i從屡(Fir, Tanne, Abies).

 Firは 製 紙 原 料 と し て はSpruceに 劣 らす使 用 せ ら ろsも の で あ り,碑 木 紙 料 と し

て は よ りパ ル プ化 し易 い もの で あ る・ 然 し乍 ら 繊 維 素 含 有 量 は 梢 、劣 る爲 め化 學 的
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バ ル ブの 歩 留 は 低 い.然 し乍 ら 丸 太 と して は 唐 檜 屡 と匿 別 し難 い の で 特 に 注 意 せ

ぬ パ ル プ業 者 は 爾 者 を 混 合 して使 用 して 居 る,然 るに 人絹 パ ル プ原 料 と して は α一

繊 維 素 含 有 量 が 少 い の でSpruceよ り も 瀧 か に 劣 る・ 故 に 優 良 パ ル プ を作 らん とせ

ば 爾 者 は 選 材 して 別 々 に分 け て 蒸 解 す 可 き で あ る.

 FirはSpruceよ り 稽,温 熟 に耐 へ るの で 南1歌 よ り 北 ア フ リ カに 及 ん で 居 り,米

大 陸 で は 米 國 西 海 岸 よ りMexicoに 及 ん で 居 る.寒 地 に 於 て は 漸 次Spruceの 方 が

優 勢 とな る.

  Abies balsamea(Linn.)Mill.

  (Balsam Fir, Canada Balsam).

 米 大 陸 に 於 てFirと して は 最 も 廣 い分 布 を 示 し,殊 に カ ナ ダ東 部 か ら 湖 水地 方

よ り 米 國 北 部 地 方 に 及 ん で 居 る・ 樹 皮 よ りは 所 謂 カ ナ ダバ ル サ ムが 得 られ る し 材

幹 は 用材 と して 稽,劣 る もの で あ るが パ ル プ原 料 と して 使 用 せ られ る.

  Abies grandis Lind1,

  (Lowland Fir)(White Fir)

 米 國 西 海 岸 地 方,南 はCaliforniaか らOregon州 よ り カ ナ ダに 及 び 廣 く分 布 し

て 居 る・

  Abies pectinata, De Candolle.

  (Silver Fir. Edeltanne),

 之 は 欺 洲 に於 て 最 も 普 通 のFirで フ ラ ン ス,ス イ ス,ド イ ツ,オ ー ス ト リヤ,

英 國 に 於 て 主 要 な 造 林林 木 で あ る.

 以 上 が 敵 米 に於 て 差 し當 つ て 問題 とな る 人絹 パ ル プ原 木 で あ る.此 外 に マ ツ

(Pine)が あ るが 樹 脂 分 が 多 く 製 紙 パ ル プ と して は 差 支 な いが 蒸 解 の 不 利 を 忽 ん で

之 を 人絹 パ ル プに 向 け る必 要 は無 い か ら略 す.

   §4.人 絹 パ ル プ 原 料 國 概 況

 次 に 世 界 に於 け る主 な る人 絹 パ ル プ原 料 國 を 求 む れ ば,四 中 心 に 分 け られ る.

    1・ フィン ラ ン ド     2.瑞   典
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    3.カ ナダ東部地方    4.米 國西海岸

であ る,此 等の諸地方の事情は 別に詳蓮したか ら(レ イつン と ステーブルファイバ

ー P .3)今 は 極 概略を述べれば,

 フ ィン ラ ン ドは 南 部 地 方は 針 葉 樹 として 以 前 は 『Pineが 多 か つ ナこが,過 伐 とIII火

の 爲Spruceが 増 加 しナこ.而 も パ ル プ用 材 と して 債 格 が 上 り 現 在 で はPineと 略 、

同 贋 格 と なつ た 爲 政 府 と して はSpruce造 林 を 奨 働 しつsあ る.主 な るSpruceは

European Spruceで 之 にSiberian Spruceを 混 じて 居 るか ら 人絹 パ ル プは 此 二

原 木 を 用 ひ て 居 る と 見 られ る・

 瑞 典 は 針 葉 樹 …警は 主 と して ドイ ツ アカ マ ツ とEuropean SpruceでFirが 少 い ・

故 に 人絹 用 原 木 と し て はSpruceを 專 用 し て 居 る.將 來 も 人 絹 パ ル プ原 料 國 として

有 力 で あ る.

 猫1欽 洲 で 逸 す る事 の 出 來 ぬ の は1歌 露 で あ る.之 は ド4ツ アカ マ ツ とEuropean

Spruceよ り成 る 廣 大 な針 葉 樹 帯 で 英,濁,佛 に輸 出 して 居 るが,輸 出の 約50%は ド

イ ツに 入 り パ ル プ原 料 とな る・

 カ ナ ダ は 全 立 木 地 の 約86%は 針 葉 樹 で あ る.殊 に 東 部 地 方 の パ ル プ業 の 中 心 で

あ るQuebec, Ontario諸 州 はSpruceが 針 葉樹 の 約50%を 成 して 居 る.そ して 人絹

パ ル プ原 木 と して 使 用 せ られ る の はWhite Spruce, Red Spruce, Black Spruceで あ り

殊 に 人 工 造 林 はWhite Spruceが 多 い.カ ナ ダ は 將 來 の 人絹 パ ル プの 寳 庫 で あ る.

 米 國西 海 岸 地 方 の 所 謂Paci丘c Coast Forestは 大 喬 木 林 に於 て 世 界 一 と誇 構 す

る地 方 で あ るが パ ル プ原 木 地 帯 はOregon, Washington二 州 のDouglas fir region

に屡 す る もの で あ る.此 地 方 の針 葉 樹 はD6uglas firを 主 と しCederの 外Sitka

Spruce藪 種 のFirを 含 ん で 居 る.從 つ て 此 地 方 か ら潔 出 す る 人 絹 パ ル プはSpruce

以 外 にFir, Ceder等 を混 じて 居 う と見 られ る.

 次 に 本 邦 の 人 絹 パ ル プ原 木 産 地 を考 へ て見 る.現 在 に於 て 人絹 パ ル プ製 造 試 験 を

行 つ て居 る の は 新 王 子 の野 田,泊 居 の こ 工揚 で あ る・ 蒋 來 計 置 せ られ つ ㌧あ るの は

人 絹 パ ル プ6萬 噸 を計 書 す るil本 人 絹 パ ル プ株 式 會 杜 で,之 亦 樺 太 敷 香 に建 設 せ ら

る ㌧筈 で あ る.故 に 期 せ す して 何 れ もエ ゾマ ツの 多 い地 方 で あ る.
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   §5・ 人 絹 パ ル プ 原 料 地 と し て の 邦 領 樺 太

樺 太 に は 現 存 森 林 蓄 積 約6億 石 で あつ て 共 内 針 葉 樹 は 約5・2億 石で あ る・ 針

葉樹 は エ ゾマ ツ 及 び ト ドマ ツが 主 な る もの で あ る.

 人絹 原 木 と して はSpruceが 最 も 優 れ て居 るが,後 述 す る様 に エ ゾマ ツはPicea

ajanensis, Fisch(Yezo Spruce)で あ る.エ ゾ マ ツは 朝 鮮,満 洲 を 南 の限 界 とし て

本 州 北 部,北 海 道,樺 太 に廣 く分 布 して居 る・

 叉Spruceの 代 用 と して 用 ひ られ るの はFirで あ るが,ト ドマ ツは 所 謂Sagha-

1ien firと 呼 ば れ る もの で 北 海 道 で は 純 林 を形 成 す る揚 合 さへ もあ る・ 千 島,樺 太

に廣 く分 布 して 居 る.

 而 も 北 海 道 で は ト ドマ ツが 多 いが 樺 太 に於 て は,南 部 地 方 は比 較 的 ト ドマ ツの 混

滑 歩 合 が 多 い が 北 方 國 境 に 近 づ くに從 つ て ト ドマ ツは 減 少 し 途 に エ ゾマ ツは90

% ト ドマ ツは10%と 云 ふ 様 な献 態 に達 す る.而 も 樺 太 は 南 部 は 過 伐 の 結 果 木 材

蓄積 は 比 較 的 少 く 今 残 つ て 居 るの は 北 方 國 暁 地 方 の 森 林 で あ る事 は 人絹 パ ル プの

自給 問題 に は 好 都 合 と思 は れ る 此 等 の 入絹 パ ル プ とし て の 優 劣 は 後 述 す る.

   §6・ 朝 鮮 及 び 満 洲 國 の 森 林

 賂 來 の 人絹 パ ル プ給 源 と し て 朝 鮮 及 び 満 洲 に就 て 一 言 しナこい,満 洲 國 は 全 領 域

の27・8%帥 ち6480萬 英 町 は森 林 で あ り,殊 に 差 し當 つ て 問題 とな るの は,吉 林 省

及 び 奉 天 省 の 森 林 で あ る.此 等 の地 方 は 概 観 して 針 葉 樹 林 は テ ウ セ ン マ ツ50%,タ

ウ ヒ,モ ミ類50%位 で あ る.而 も 北 へ行 く稀 タ ウ ヒ類 が 多 い.鴨 線 江 地 方 は 満 沙1{

側 は過 伐 の 結 果 奥 地 よ り流 途 す る爲 蓮 材 費 を 要 す る鋏 鮎 が あ る・ 豆 満 江 側 は 朝 鮮 の

方 と 一 の事 業 匿 と して の パ ル プ製 造 を 企 て るの が 有 利 で は 無 い か と思 は れ る・

 今Spruce及 びFirに 属 す る もの を 畢1ナれ ば,

  魚 鱗 松 エ ゾ マ ッ  Picea ajanensis Fisch.

  杉 松 テ ウ セ ンハ リモ ミ Picea Schrenkiana Rupr, or P, obovata Ledeb.

  臭 松 タ ウ シ ラベ Abies nephrolepis Maxim.
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               (!歌米 産 と 國 産 と の 比 較)
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である.

   §7・ 國産 原 未 と 欧 米 産原 木 との 化 躯 成分 比 較

 以上の様に 我國に於ては欧米の人絹パルプと 同一品種の ものが無いか ら・國内に

現存するSpruce叉 はFirを 代用する必要がある,依 つて 樺太産原木・満洲産原木

に就て 研究室に於て研究 しずこ結果は 激米産原木 と並べて 第3表 に與ヘナこ・

 此 研究 に着 雰したのは 化學的成分 に依 り樺太産原木 及び 満洲産原木の人絹パル

プ原料 としての優劣を決定し,一はパルプ製造の基礎的智識を與へ,一 は將來の林業の

施業計書への一資料を與へたい目的を以て 昭和6年 以來着手しナこ・從つて 同じエゾ

マツ,同 じ トドマツに も 品種 叉は 愛種 と見 られる様なものに就ては 京大の樺太演

習林(泊 岸村)よ り 共 素性の明かな資料を取つた・叉 満洲産は 満洲に於ける市販品

を用ひナこ.産 地の明かなのは 目下入手を計書しつ ㌧ある.満 洲産は 試料作製に就て

機械的試瞼の残部を使用しナこので 此 結果は 夏 に 正確な試料 について繰返 して見 る

考へである・樺太材に就 ては 精細は(京 大林産化學研究室報告 第1號 及び 志方,

石崎:繊 工8,121(昭7)),に 記載し,紡綜試験 共他の精細 も 追て 獲表の豫定であ

る・

 今 其概要を述べ ると,入絹 パルプ原木 として 特に 注意す可き成分は,

  樹脂分,全 繊維素,α ・β.γ。緻維素,ヘ ミセルローズ,荻 分.

である・此等の鮎を見ると,人 絹 パルプ原木 として エゾマツ,ト ドマツ共 にWhite

Spruce及 びEuropean Spruceに 稽,劣 つて居るが,エ ゾマツは 先づ 遜色が無い.

 又 國産 及び 満洲産に就て 化學的成分に依 る優劣を 優秀 な もの より學ければ 次

の如き ものである.

  粗皮エゾマツ〉 滑皮エゾマツ〉 魚鱗松〉 アカ トドマツ〉 アラ トドマツ〉

  杉松.

 次 は 此等 原木 を使用して 蒸解試験 を行ひ,化 學的分析の 結論 と一致するや否や

に就て確めプこ.
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  第2章 國 産 原 木 の 蒸 解 試 験 及 び 品 質 の 比 較

 人絹 パルプも ヴ ィスコース懸用パルプと 繊維素 エステル綜用パルプに依 り・其 規

格は異るが,今 は 主 として ヴィスコー ス紳坦パルプを 目標 としての 研究に就て 述

べる.

   §8・ 國産 原 木 蒸 解方 法 に關 す る研 究

 前述のや うに 化學的分析の結果より見ると,樺 太産のエゾマツの如 きは 敵米産

Spruceに 飴 り著 しく劣 らぬ.然 らば 之を蒸解 して 果 して 輸入パルプに 劣 らぬ も

のが得 らろ ㌧やを 夏に 確定すろ必要があろ・

 木材より 人絹パルプを製造する方法は 製紙用パルプの製造に準する もので あ る

が,製 紙用パルプで も α一繊維素含有量の高いのは 重要 な條件であ るが,一 面パルプ

の歩留 りを好 くする爲に 必要以上に精製す るのは不得策である.然 るに 人絹用パル

プに於ては 〔ひ繊維素含有量は 少 くとも86%以 上であ り,所 謂 高度 〔か含有量のも

のは90%以 上であるを必要 とする.故 に 原木の α一含有量の筒い事は 映 く可か らざ

る條件である.

 α一繊維素は 繊維素の典型的のものである・ そして 自然界 に存する繊維中には 例

へば 木材等には 絶勤乾燥量の30-43%位 含有 して居るものである・ 故に α一含有

量の高い パルプを得んとせば 出來得 る丈 邸以外の成分を 分解可溶の形で除去 し精

製すれば好 い・然 し乍 ら か 」る リグニン,へ こセルローズ等を除 く操作は 多少は α一

繊維素にも作用 し αの歩留 りを低下す るものである.

 故に 問題は α一繊維素 を害はすに 他成分を除去するに在る・製紙川 化肇パルプを

針葉樹材より製造すろ際に 最 も 用ひ らる」方法は 亜硫酸盤法である.之 は 酸性亜

硫酸石灰 叉は 苦土の溶液で 加墜蒸解するものである.然 し乍 ら 人絹 パルプの揚合

には1回 の蒸解では 未だ 不充分であるからde 1回 精製の方法を 併川する揚合が多

い.

 共 精製法 としては 除去せん とする口的物 に依 り異うが,例 へば
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非繊維素 多糖類たるHemicellulose及 びPectinは 常温に於て 稀薄な鑛酸 叉は アル

カ リ中に パルプを長時間浸漬し 可溶性 として除去する.Kodak會 鮭の特許(U・S・

A. pat 1,668,159(1928)は パノレプを55%の 硫酸に24時 聞浸漬すると云ふ方法である・

 又 樹脂分を除去する方法 としてはJulius Glatz會 肚法(佛 特許707,002)の 如き

は1例 であつて パルプを漂r:1する際 苛性曹達 叉は トル コ赤油を加へ 樹脂を可溶な

らしめる・

 人絹 パル プ製造法 としては

  (1) 亜硫酸盤蒸解を主流 とする法・

  (2) 曹達蒸解を主流 とする法

  (3)硫 酸盤蒸解を主流とする法

  (4) 盤素法を主流 とす る法

があるが 其 内 最 も 使用せ らる㌧亜硫酸盤蒸解を主流 とす る方法を略述して見る.

 其 方法 に就て も

  (a)蒸 解溶夜 及び 條件の改良.

  (b)亜 硫酸盤法に 後塵理を併用するもの.

とある.

 (a) 蒸解溶液 及び 條件の改良

 通常石灰盤を川ひ るが 人絹パルプ製造に於ては 苦上盤 アムモニア盤を用ふる方法

も川ひられ る.

 蒸解條件を一様ならしむる爲 蒸解液を 蒸煮中に廻流撃しむ る事は,近 頃では人絹

パルプ製造のみならす 一般の亜硫酸パルプの蒸解に も 行はれ る様 になつた.

 叉 チップ中への 藥液の浸透を促進す る爲にG.Rosen氏(佛 特許715,353(1930))

の如きは 蒸解に先立つて 削片を 先づ 苛性石灰 叉は 苦土液に浸 し 次 に 亜硫酸瓦

斯を 通 じて蒸解 し7こ・又Jakimansky(1931)は 藥液の助浸透の方法 として・前回使

用しナこ蒸解液 を少し く添加する方法を提案 しナこ・之は 生成 されナこ樹脂酸盤が 助浸

透の敷果を為するものと思はれ る.桑 畑齊一氏(昭7,特 許公告4876)は 削片を充分

乾燥 し,高 温度 に豫熱した蒸解液を注加する方法を案出しナニ.之 も 一面 残留酸素の
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繊維酸化作用を防ぎ 一面 藥液の濾透 を助ける目的 と思ふ.

 溶液の組成に謝する改良 としては,硫 化曹達を加へ 又はAl, Ni, Zn等 の盤類の

添加が提案 された(Schmldt氏 濁特許546,104).

 亜硫酸盛法に アムモニア盤を使用す る事の適當な事は 丸澤博士の多年の研究の御

主張であ り,實 際良好な事は 私 も實験の結果 確認 しナこ.

 (b) 亜硫酸瞳法に後塵理を併用す る法.

 之は 特に 高度 α含有パルプ製造には必要な事である・ その 主な るものを列學す

れば

    (亜硫酸盤法)→(Na2SO3とNaOH混 合液で蒸解).

    (酸性亜硫酸盛庭理)→(Na2SO3とNa2S含 有溶液で高墜蒸解).

    (亜硫酸蒸解)一 〉アルカリ溶液で蒸解 ヘ ミセルローズを分解除去). .

    (5%SO3十1%HNaSO3蒸 解)一艇0.2乃 至1%H2SO4溶 液蒸解).

 私共の研究に於ては86%α 一含有パルプを國産原木 より1回 蒸解 により得んとして

次の様な實験をしナこ.(實験は 石崎道也君,馬 鐘國君に依り行はれた)・

 先づ 蒸解液 に就ての實験の結果は 第4表 に與へた・

        第4表 パルプ蒸解試験 及び パル プの品質比較

継 種「…1圃 滋 辱
   一 粗 皮 一 ゾ1晦S。lphi副   5.412.S5 18295   

21fi皮 一 ゾ1〃 〃   6.32 ii 2.13 184.1。

   ・瀬 皮 一 ・ ・a-・。lph・・e l ii il・l l 1.i2 i 83.88

   4:滑  皮  二= ゾ  "  "         3.93 0.87  82.29

   5 粗  皮  エ  ゾ ・NH,-Sulphite i      I4・6311・06   86・37                   

   6・滑 皮 エ ゾ""    i 6・65!1砂 84・14

   講 影 二1聾h喫 劉1:艦lll:;1

   11i澱=二1聖S巳lph漉r諺II?:ll l:ll峨::19

    ・カナダ産Kipawa     i 8・32 i・・49 185・99
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                第5表 市販入絹パルプ 及び 國産原木パルプ 分析比較表

無幽≒ 釜 灘1;il…;} ÷響.
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_・塑8…L墜17・ ・…51・38・89・ ・16.…11・h・ ・IU3iL・1"田

畿 動 三 劃 鐙壽 詞i鴛 …;累i淵;1慧 認i…k'1;:穿罪

1;羅1二 讐liii…iiiiF三韮iii≡ こご 至≡11禍

鷺 欝 藁 蘇1⊇華 ≡;≒≡ 、 目蕃
        注 意:(1)河 田 善太 郎 氏 工 化 誌35,473(昭7), (21繊 工8,121(昭7♪, (3)馬 鐘 國君,繊 工9,305,
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 實験1號 より6號 は 豫備試験であ り,石 灰盤より 苦土燈 叉は アムモニア鷺を使

用す るのが 右利 である事を明かにしたので 次に 實験7號 より10號 を行つた・

 實験7號,8號 の蒸解條件.

    蒸解液(総SO2量6.1%NH,1.0%)   2立

    エ ゾマツ削片(風 乾)         150瓦

  4s均蒸解鳳力4-5氣 墜  李均温度139。-144。C  蒸解時間10時 間・

 實験9號,10號 の蒸解條件

    蒸解液(総SO2量64%MgO LO%)  2立

    エゾマツ削片(風 乾)       150瓦

 其 結果 に依 ると 歩留は 常に 粗皮エ ゾが 滑皮エゾよりも10%以 上多い.而 も 其

α一含有度は86%以 上に達 して カナダ産Kipawa pulpに 劣 らない.

 故に 國産のSpruceで ある エゾマツは,蒸 解試験の結果 も 充分 に 人絹 パルプ原

料 として 使用し得 る事が 明かである.

   §9・ 國 産 人絹 パ ルプ と 楡 入 パル プ との比 較

 ヴfス コース綜用 パルプの規格を見 ると(D.KrUger;Papier Fab.1931;514).

  L灰 分含有量0・3%以 下ナこる事・

  2.樹 脂分は1%以 下喪 る事.

  3,釦 慣は約2ナ こる慕        '

  4.α 一繊維素含有量86乃 至90%

  5.ペ ン トザン含有量4乃 至5%。

である・今 河田善太郎氏(工 化誌35・473(昭7))の 行つナこ輪入人絹 パルプの分析比

較結果 と 私共の得ナこ國産原木のパルプとを 比較すれば 第5表 の如 き結果である.

 アムモニア鷺法 及び 苦土轡法の ものは α一含有量 及び灰分量では 略 趣 色無い・

   §10.國 産原 木 パル プに 俵 る 紡維 試瞼 結 果

 國産原木 より製 したバルブは 輪入パルプと遜色無 い事は 品質検査により結論 され
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ナこが,次 は 此 パルプを原料 として ヴィスコー ス法 に依 る紡綜試験を行つナこ.同 時 に

輸入パルプの1例 としてK量pawaパ ルプを用ひて 封照試験 を行つナこ・

 紡綜試験は,多 量のパルプを用ひ 工業的規模に於て行ふのが適當であるが～富久式

の紡縣装置で行つナこ・

 10瓦 のパルプを取 り 18%苛 性曹達を加へて アルカリ繊維素 とし20-23。Cに フ2

時間放置 し ザ ンテー ト化 して 繊維素7%NaOH 696に して20-23。Cの 恒温室で

熟成 し 第7日 が至適なるを認め 第7日 に紡綜 しナこ.紡綜浴はDreaper氏 浴を10%

程水を加へ稀繹 して使川しナこ.

    帥ち  H2SO4     8,2%

        Na,.SO.1    18.2%

        ZnSO4       3.7%

         水      79.9%

紡綜速度28・61m/min.燧 力1・0-L5氣 墜を用ひtこ・そして1%Na2S溶 液で脱硫 し,

過酸化水素で漂白して 乾燥して 繊維張度を測定しナこ.第6表 は5回 の不均値を示し

た もので ある.(馬 鐘國君實験桔果)

          第6表 生 成 綜 張 度(per denier)

      

      

      
      

            

 張度試験の結果は アムモニア法な らば エゾ粗皮,エ ゾ滑皮パルプ共にKipawaに

稻 ζ劣るが 先づ匹敵し 殊に エゾ粗皮パルプは優秀である.苦土法に依る ものは 明か

に劣つナこ結果を示して居 る.叉 其 燭感に就て も劣つて居 る・

 今 紡綜試験結果をパルプの優位な ものより學ければ

  Kipawa>.エ ゾ粗皮(ア ムモニア法)〉 エゾ滑皮(ア ムモニア法)〉 エゾ滑皮
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  (苦 土 法)〉 エ ゾ粗 皮(苦 土 法)

 紡 綜 試 験 の 結 果 は,ア ム モ ニ ア法 で1回 蒸 解 の もの な らば 國 所lSpruceで あ る エ ゾ

マ ツを 以 てKipawaに 匹 敵 し得 る バ ル ブが得 られ ナこ.殊 に化 墨 分 析 及 び 品 質鑑 定

よ りの 結 論 と よ く一 致 しナこ結 果 が 得 られ ナこ. ト・"マツ,魚 鱗 松,杉 松 等 に 就 て の 蒸

解 及 び 紡 綜 試 験 は 目下綾 行 中で あ る・

   第3章 國産人絹バル ブ自給策

 現在 本邦に於ける人絹製造能力 日産約835噸 とすれば 人絹パル プの所要高は侮

日119・2噸 であろ.從 つて年 約42,912噸 となる.新 設計書の工揚が全部操業 して 日

康150噸 所要パルプ 侮 日225噸 であり 年所要額は81,000噸 原木所要石藪 年 約

100萬 石である・

 一方 邦領樺 太に於ける針葉樹蓄積は 昭和3年 の樺 太廃の獲表に依れば5.2億 石で

あ り,其 内グィマツ 約900萬 石で 大部分は エゾマツ 及び ト・"マツである.其2/3

が エゾマ ツとすれば,其 蓄積約2.7億 石 となる.

 叉現 在の 製紙パルプ給源としての樺太を見れば,本 邦所要 パルプの74%の 供給は

樺 太に於て引受け エゾマツ,ト 、"マツを合 し 昭和6年 に635.7萬 石供給 して居る.

 之を全國縮計で見れば,約800萬 石の原木を使用し64萬 噸の パルプを生産して居

る・故 に 前述の現在所要人絹 パルプ42,912噸 は 製紙用パルプの6.7 %に 當るに過ぎ

す 從って 其1部 を人絹用パルプに向ける事は容易の事である.叉 將來新設工揚が

全能力を獲揮する揚合に も パルプ所要高は年 約100萬 石であつて 現在樺太のエゾ

マッ・ ト・"マツの伐探量年 約650萬 石に比 して充分の供給力あり.製 紙用パルプを

全部人絹 用パルプに樽用すれば 人絹工揚が 日産900噸 になる迄は供給 力がある.

 そして 共 製紙用パルプの供源は 針葉樹蓄積60億 石を誇構する漏洲に求めるを得

策 とす る.

 製紙 パルプは 人絹用パルプ程 樹種,樹 齢,共 他 整一度等に 要求條件が少 いか ら

粗放な林業の満洲に向け,人 絹パルプの供給を 樺 太に仰 ぐを大方針 とす可きである.

 樺 太の林業経螢は,木 曾,吉 野の如き集約な林業に比すれば 原始的で あるが 樺 太
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の拓殖方針 として 今後は人絹パルプ原木を 目標 とする造林計書に改む るを至當 とす

る・そして 前記の小 さな研究結果より見れば 粗皮エ ゾマツの如きは 厭米Spruceに

匹敵する事が明かにせ られたのであるか ら 國産原木の造林を行ひ 一部分は殴洲 タウ

ヒの如 きものを植林するを可 とす.勿 論 樺 太全土に瓦 り エゾマツの一齊林を作れと

云ふ主張は技術的に 適當では無いと思はれるが 樺太を以て本邦人絹 パルプ給源 とす

る施業方針を以て出來得 る限 り 人絹パルプとして 適當な粗皮 エゾマツ等を増殖する

方針に於て 天然更新なり揮伐更新なりを行ふ可きであると思ふ 猴 北海道には欧洲

タウヒの植林が行はれて居るか ら,爾 者相侯つて 人絹パルプ原料の自給は 完全に行

はれ ると思ふ.

 次 に満洲森林に就て 之を製紙パルプ給源に攣換す る事に就ては 急速の調査を行ふ

可きであ り,現 在 鴨線江製紙に 樺太材が入ると云ふ礒な現歌に於ては,相 當の困難

を豫期 して 此大事業を確立す可 きであると思ふ

 次に樺太材を人絹パル プ川材として 使用するとしてのパルプ品質の 改善の方針 と

しては,

  伐木 よリ パルプT二揚迄の工程改善方針.

  L原 木は エゾマツとト・"マツを斑別 し 所属會,吐の刻印 と 同時に 樹別刻印を

    打つ事.

  2,網 揚撰材に於て 樹種別の撰材を行ふ事,

  調木 工程改善.

  3.藥 液濠透を一康な らしむる爲 チップの大きさを一様にする事.

  4.貯 木中の腐敗を防 ぐ事.

  蒸解方法改善.

  1.亜 硫酸石灰法を川ふる揚合には 苦上原鑛を混川する事.

  2,経 濟的に許 されsば 亜硫酸 アムモニア法を適當 とす・

   §11・ 針葉 樹 以外 の繊 維素 給 源

 既述の礒に人絹 パルプの原料 としては エゾマツを使川して 國漆 パル プの自給は可
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能である事を明かにしナこ.

 然 し乍 ら製紙パルプ 及び 人系日パルプを総括 して考へると將來の封策 としては針葉

樹 のみな らす,潤 葉樹 までも 考慮す る必要がある.潤 葉樹 パルプを 人絹 パル プ原料

に使用の適否に關しては 樺太産 ドロヤナギ,オ ノヘヤナギ,バ ッコヤナギに就て 馬

鐘國君の研究あり,土 山以佐美君はブナ赫に就 て 口下研究 中であるが,此 問題は 將

來の問題 として他の機會に獲表する考である.叉 木材以外の繊維素給源 としては 農

産物 として バガ ス,高 梁,屡 桿等が考へ られる・此等は 將來豫期 される パル プ餓鰻

に封 して考慮せ らる可き事 と思ふ.
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  附記

 本報文執筆後 研究室より畿表せ られし報文 下の如し.

 1・志方益三,土 山以佐美:人 絹パルプの研究(第 一報)ブ ナ材パルプ,人 絹界1,1,

           (1933)

 2・志方盆三・馬鐘國,赤 木一彦:人 絹パルプの研究(第 二報)満 洲國産唐檜魚鱗松

           及 杉松に就て,繊 維素 工業10,4,(1934)

 3.ぶ 方盆三,馬 鐘國:入 絹用パルプ原木 並 に 人絹用バルブの研究(第 三報,第 四

           報)樺 太産,内 地産 及 満洲國産落葉松の 化學成分 並に 蒸

           解試験,繊 維素工業誌に投稿濟.
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